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大脳皮質の電気刺激により発声を誘発した点は眼富田 (Gyrus orbitalis) の尾側部に密に分布し
た。大脳皮質眼富田刺激で誘発される発声は， 多くの場合 High-pitched barking (キヤン， キヤ
ン)で，発声に一致して顎の開閉運動が起った。この際，内肋間筋の著明な放電が認められた口
四丘体上丘前端部で除脳した動物で，上圧レベソレで中心灰白質上外側部やその周辺部中脳蓋部を電
気刺激した場合には，大脳皮質性発声に比べ pitch の低い情動的な Barking( ワン，ワン)や Grow­
ling (ウーツ，ウーツ)が誘発され， もはや大脳皮質性発声の如き high-pitched な発声は誘発され
なかった口この際にも顎の開閉運動が起り，また，内肋間筋の著明な放電が認められた。
更に，下丘前端部で除脳した動物につき，延髄疑核尾側部の電気刺激により Growling (ウー，ウ










中脳上丘レベルで中心灰白質上外側部を刺激することにより， 情動的な Barking とそれに続く
Growling が誘発されている最中に， 皮質性阻日爵様運動を誘発させると発声は抑制された口 また逆
に，皮質性阻鴫運動が誘発されている最中に前記中脳部を刺激することにより発声を誘発させると，
皮質性阻瞬様運動は抑制された。
更に，延髄部刺激 lとより Growling が起っている最中に，皮質性阻時様運動を誘発させたが，こ
の場合には発声は何ら影響を受けず，発声と共にリズムある岨鴫椋運動が誘発された。また逆に，皮
質性阻鳴様運動誘発中に Growling を誘発させたが，阻H爵様運動は殆んど影響されなかった。
以上の結果から，顎運動を伴う発声運動と阻時株運動との聞には相互に抑制する機序が存在するこ
とが明らかになった。
乙のような相互調整を行う中枢機構は大脳皮質内にあるのではなく，大脳基底核群以下中脳までの
閣の脳幹部に存在することが推察される。
論文の審査結果の要旨
本研究は，発声時の顎運動と阻鴨時の顎運動との背後に存在する相互調節神経機序を明らかにした
ものであり，価値ある業績と認める。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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